
 

2024 年 4 月 11 日 

各位 

カーリットホールディングス株式会社 

 

2024 年度におけるリスクマップ策定のお知らせ 

 

当グループは企業活動を継続していく上で、リスクマネジメントを重要な経営課題とし

て認識しております。各事業をとりまく様々なリスク事象を洗い出し、その影響度および

発生の可能性を低減する策を適切に講じることで、事業や経営への影響を最小限に留める

よう努めております。当社が認識する事業等のリスクについては、有価証券報告書や決算

短信にてご報告させていただいております。 

このたび、当グループが認識する「重要リスク」ならびに「リスクマップ」について

2023 年度を振り返り、グループリスクマネジメント委員会および取締役会にてワークショ

ップを行いましたので、その結果をお知らせいたします。 

 

1. 背景 

リスクマップはリスクアセスメントの結果に応じて毎年改定しております。2023 年

度における内外環境変化を勘案し、当社グループが認識している重要リスクを再設

定いたしました。 

 

2. 2024 年度リスクマップ、重要リスクの概要 

次項参照。なお、6月開示予定の有価証券報告書にも事業等のリスクについて記載い

たしますので、あわせてご覧ください。 

 

3. 「リスクマネジメント体制」ページへの掲載 

以下のページには、当社のリスクマネジメントやリスクアセスメント活動の詳細が

掲載されております。ぜひこちらもご覧ください。 

https://www.carlithd.co.jp/sustainability/about/risk_management.html 

【本件に関するお問い合わせ先】 

カーリットホールディングス株式会社 

経営企画部 広報・サステナビリティ推進室 

TEL：（03）6893-7074   Mail：pr@carlit.co.jp  

 

以上 
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リスク項目 概要 対応策

技術革新
新しい技術やイノベーションの発生により、既存の製品やサービスが陳腐化
し競争力を失うことで、業績および財務状況に影響を及ぼすリスク。

市場調査や競争分析、技術トレンドなどの情報収集と共有をするために、製造、営業、開
発が定期的に情報共有する体制を構築し、リスクを適切に管理しています。

市場動向変動
製品の需要や供給の変動、競合他社や取引先の戦略変更などが含まれ、業績
および財務状況に影響を及ぼすリスク。

需要や競合状況を把握し、市場動向の変化を早期に捉え、適切な対策を講じます。加え
て、当社は４つの事業セグメントを有することで事業領域を多角化し、リスクを分散する
ことで管理しています。

原材料調達
原材料の供給中断、価格の上昇、品質低下などが含まれ、製品の供給安定性
や品質、業績および財務状況に影響を及ぼすリスク。

原材料調達にあたり、複数社購買の採用により購入ルートを適切に確保し、リスクを分散
することで管理しています。

事故・災害
製造過程や取り扱う物質の性質により、火災、爆発、化学的な漏洩などの重
大な事故が発生する可能性が含まれ、人命の危険や物的損害、環境破壊、そ
れに伴う事業活動の中断を引き起こすリスク。

生産拠点ごとに妥当な安全基準を定め、適切な設備や保護装置の設置、工場の定期巡視実
施による未然防止、消火訓練等の適切な教育の規程化などに取り組むことで、リスクを管
理しています。

品質
不良品や欠陥品の生産、品質基準の達成不足が含まれ、顧客満足度や信頼性
の低下、市場シェアに影響を及ぼすリスク。

品質問題の兆候や改善活動など、品質管理における予防策についてグループ内で情報共有
する会議体を設置し、リスクを管理しています。

法的規制
法的な制約や規制の変更、コンプライアンスの不備が含まれ、製品の製造や
販売の停止、罰金、信頼や評判の損失、業績および財務状況に影響を及ぼす
リスク。

外部専門家などの助言を受けつつ、法的規制や法律の変更・改正の動向を注視し適切な対
応策を講じることで、リスクを管理しています。

訴訟
契約違反、知的財産権侵害、労働問題、製品の欠陥などが含まれ、法的な紛
争や訴訟に巻き込まれることで、信頼や評判の損失、財務状況および事業継
続性に影響を及ぼすリスク。

各所管部門が規程にもとづき、契約書の適正な作成と管理、知的財産権の保護、労働法の
遵守、製品の品質管理などを実施することで、リスクを管理しています。

資産評価変動
株式や不動産、債券などの保有資産の価値変動が含まれ、経済動向によって
上昇・下落することで、財務状況に影響を及ぼすリスク。

保有資産の必要性を定期的に確認するなど、資産の評価と維持を適切に行うとともに、中
長期的な計画の中で資本戦略を検討することで、リスクを適切に管理しています。

自然災害
地震、台風、洪水、津波などにより、人命、生産設備を含む財産、インフラ
などに深刻な損害が生じるリスク。自然災害の発生に伴い、市場や需要の動
向が変化するリスクを含む。

気象情報などの兆候に注視するとともに、BCPの策定や従業員安否確認システムの導入、
生産設備の災害保険加入など、災害に対するレジリエンス向上に取り組むことで、リスク
を管理しています。

情報セキュリティ
不正アクセスやサイバー攻撃、内部の不正行為等が含まれ、情報資産の漏洩
や破壊、改ざん、情報システムの停止により、信頼や評判の損失に加え、業
績および財務状況に影響を及ぼすリスク。

組織的対策としてサイバーセキュリティ管理体制の構築、技術的対策としてセキュリティ
ポリシーに則った技術導入の推進をそれぞれ取組むことで、リスクを管理しています。

金利変動
金利の上昇や下降による、資金調達コストの変動などが含まれ、財務状況に
影響を及ぼすリスク。

適切な資金調達戦略や借入条件の見直しに加え、金利スワップなどを実施し、リスクを分
散することで管理しています。

海外拠点のガバナ
ンス不全

海外拠点のガバナンスやコンプライアンスの不備、文化や法律の違いによる
過失や不正などが含まれ、信頼や評判の損失に加え、業績および財務状況に
影響を及ぼすリスク。

適正な組織構造の確立と明確化、コンプライアンスプログラムの実施に加え、文化や法律
の違いに対応するために外部専門家などの助言を受けることで、地域に適応した透明性の
高い経営を行い、リスクを管理しています。

人員不足
生産や営業などの事業活動を少人数で行うことによる非効率化や、後継者不
在による重要な技術およびノウハウの継承断絶が含まれ、製品の供給安定
性、競争力および業績に影響を及ぼすリスク。

従業員エンゲージメント向上や採用活動の強化などの人事活動を適切に行うとともに、中
長期的な経営戦略の中で人的資本投資を検討することで、リスクを適切に管理していま
す。

為替相場変動
原材料輸入および製品輸出といった国際取引における通貨価値の変動が含ま
れ、原価高騰や価格競争力の低下により業績や財務状況に影響を受けるリス
ク。

為替変動による影響を価格へ反映する販売契約の締結や、為替予約により仕入価格を予め
確定させるといった方法を採用することで、リスクを適切に管理しています。

重要リスクの概要


